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令和７年度漁場生産力・水産多面的機能強化対策講習会  

ブロック講習会開催要領 
 

１．趣旨 

本講習会は、活動組織が行う漁場生産力・水産多面的機能強化対策活動（以下、

「強化対策活動」という）の技術的水準の向上や活動組織相互の交流、情報交換の

場を提供すること等を目的として開催します。 

 

２．日程・会場 

下記の日程及び会場にて開催します。 

会場名 日程 開催場所等 

長 崎 

９月２４日（水） 

 

 

９月２５日（木） 

ホテルセントヒル長崎２階 妙見の間 

（長崎県長崎市筑後町４－１０） 

 

現地視察（新三重漁業協同組合、長崎県総合水産

試験場、水産研究・教育機構長崎庁舎） 

東 京 
１０月９日（木） 

１０月１０日（金） 

ＡＰ浜松町 Ａルーム 

（東京都港区芝公園２－４－１芝パークビルＢ館 

Ｂ１階） 

長崎会場は「効率的な藻場再生推進のためのＰＤＣＡサイクルの活用」を講習テー

マとした藻場部会を開催し、講習会の翌日は希望者による現地視察を開催します。 

東京会場は「海水温上昇の影響と磯焼け対策の推進について」及び「民間企業等と

活動組織の連携について」を講習テーマとした藻場部会と内水面部会を開催いたしま

す。なお、藻場部会の講習会終了後に藻場保全活動に関して連携・支援を希望してい

る企業等との懇談の場を設けます。 

 

３．参加対象 

（１）市町村と協定を締結し、地域協議会から交付金の交付を受け、強化対策活動を

実施する活動組織の構成員（特に代表や活動のリーダーなど）。 

（２）協定市町村、地域協議会関係者。 

（３）今後、強化対策活動を実施する予定または検討中の方々。 

 

４．プログラム 

長崎会場（９月２４日（水）－２５日（木）） 

会場：ホテルセントヒル長崎 妙見の間 

第1日目 藻場部会   

12:30～ 

13:00～13:20 

 

13:20～14:50 

 

 

 

 

開場 

開会 挨拶 オリエンテーション 

 

（１）モニタリングを踏まえた効果的な藻場再生推進について 

   （吉村拓サポート専門家） 

①壱岐市における藻場再生事例（山仲 洋紀サポート専門家） 

②五島市における藻場再生事例とPDCAサイクル推進上の課題 

（吉村拓サポート専門家） 

別紙２ 
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14:50～15:00 

15:00～15:20 

 

15:20～15:35 

15:35～15:50 

 

 

15:50～16:30 

16：30 

③五島市における“食える、売れる磯焼け資源づくり” 

（五島市水産課担当者） 

休 憩 

（２）長崎県藻場再生プランによる取組とその成果 

（長崎県水産部担当者） 

（３）鹿児島県における藻場再生の取組（猪狩忠光サポート専門家） 

（４）福岡県における藻場再生の取組 

（福岡県水産海洋技術センター担当者） 

（５）総合討論 

閉会（終了後、翌日現地視察オリエンテーション） 

 

第2日目 現地視察 

7:45～ 

8:00 

9:15～10:45 

 

 

 

 

10:45～11:15 

 

11:15～12:30 

 

 

 

 

 

12:30～ 

13:00～ 

14:00 

長崎駅前集合 

長崎駅前発 

（１）新三重漁業協同組合における取組 

①藻場再生の活動内容（概要）（新三重漁業協同組合担当者） 

②経年的なモニタリング実施状況と取り組みへの反映 

（穴口裕司サポート専門家、猪狩忠光サポート専門家） 

③参加者との意見交換 

（２）長崎県総合水産試験場 

  長崎県における藻場の現状と課題（介藻類科 桐山隆也科長） 

（３）水産研究・教育機構 水産技術研究所 長崎庁舎  

①飼育試験から判明した植食性魚類3種の摂餌生態 

（環境・応用部門 沿岸生態システム部 

温帯浅海域第2グループ 野田 勉グループ長） 

②食害魚の駆除（イスズミトラップ）の効果的運用 

（同第2グループ 門田 立主任研究員） 

昼食 

長崎漁港発 

長崎駅前着・解散 

 

東京会場（１０月９日（木）－１０日（金）） 

会場：ＡＰ浜松町  Ａルーム 

第1日目 藻場部会 

13:00～ 

13:30～13:40 

 

13:40～14:40 

 

 

14:40～15:10 

15:10～15:40 

15:40～ 

 

開場 

開会 挨拶 オリエンテーション 

（１）海水温上昇の影響と磯焼け対策の推進について 

①海藻と海水温について 

（水産研究・教育機構 水産技術研究所 環境・応用部門 

沿岸生態システム部漁場生産グループ 島袋寛盛主任研究員） 

②早熟性カジメについて（神奈川県水産技術センター担当者） 

③早熟性カジメによる磯焼け対策事例（諸磯藻場保全活動組織） 

（２）民間企業等と活動組織の連携について 

（一般社団法人水産土木建設技術センター） 



3 
 

15:40～16:10 

16:10～16:40 

16:40 

①水産多面的機能発揮対策における連携事例 

②令和6年度民間企業等に実施したアンケート結果について解説 

閉会 

閉会後、民間企業等外部団体の紹介及び情報交換 

 

第2日目 内水面部会 Ａルーム 

9:30～ 

10:00～10:10 

 

10:10～11:10 

 

11:10～11:40 

11:40～12:00 

 

 

12:00 

12:00～13：00 

開場 

開会 挨拶 オリエンテーション 

（１）内水面生態系について 

①内水面生態系の維持・保全・改善の技術について 

（桐生透サポート専門家） 

②事例紹介 

③サポート専門家の活用にあたっての利便性の向上と 

ひとうみ.jp 取組情報の充実について 

（全国内水面漁業協同組合連合会担当者） 

閉会 

個別相談（希望者） 

・コーディネーターや講習会内容は変更になる場合があります。また、進行状況等

により時間が前後する場合があります。 

 

５．参加費 無料 

各会場には収容定員があります。 

参加者数に余裕を見て準備しておりますが、定員を超えた場合は、やむを得ずお

断りせざるを得ない場合がございます。 

 

６．申込方法 

別紙のブロック講習会参加申し込み用紙にご記入の上、下記までメールにて送信

願います。 

長崎会場での現地視察を希望される方は別紙３現地視察開催要領をご覧の上、要

領に従って申し込みを行ってください。 

 

７．活動組織からの参加者に対するお願い 

コーディネーターが適切な助言をするためには、活動の現状を把握する必要があ

りますので、ひとうみ.jpに公開している活動実績を参考とするとともにテキストに

掲載いたします。 

なお、ひとうみ.jpにて公開している活動実績と現状が大きく変わっている場合や

５年程度経過している場合、図表を更新する必要がある場合は更新データにて提出

すると共に全漁連へ連絡の上、ひとうみ.jpの更新を願いします。ひとうみ.jpにて

活動実績を公開していない場合は、別紙の活動実績調査票の提出をお願います。 

 

８．内水面部会における個別相談について 

個別相談は内水面部会のみで設定しています。希望する方は別紙の個別相談調査

票の提出をお願いします。 

なお、当日の相談対応数に限りがあります。当日対応が無理な場合は、事前にご

連絡いたしますので、全内漁連が行っておりますサポート専門家派遣による技術指
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導を利用してください。 

 

※参加申込及び調査票 提出期限 ：８月２７日（水）です。 

 

 

 
  

【参加申込書送信先】  

公益社団法人 全国豊かな海づくり推進協会 河西、小迫 

E-mail：sanka@yutakanaumi.jp 
なお、メールで申込出来ない場合は、参加申込書を

FAX03-5651-3502へ送信してください。 
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長崎会場案内 

 

長崎会場 

開催場所 

ホテルセントヒル長崎 ２階 妙見の間 

長崎県長崎市筑後町４－１０ 

藻場部会 

開催日時 令和７年９月２４日（水）１３：００～１６：３０ 

（開場１２：３０～） 

現地視察 

開催日時 令和７年９月２５日（木）８：００～１４：００ 

（集合７：４５～ 長崎駅前） 
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東京会場案内 

 

東京会場 

開催場所 

ＡＰ浜松町 Ａルーム 

東京都港区芝公園２－４－１芝パークビルＢ館 Ｂ１階  

 

 第１部 藻場部会 

開催日時 令和７年１０月９日（木）１３：３０～１６：４０（開場１３：００～） 

第２部 内水面部会  

開催日時 令和７年１０月１０日（金）１０：００～１２：００（開場９：３０～） 

 

  

 
 


